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「卒業研究」および「機械システム工学演習」の従事時間報告書の書き方

機械システム工学科教育点検・評価委員会 
　平成21年度より機械システム工学科では、「卒業研究」を履修するすべての学生に「卒業研究従事時間報告書」および「機械システム工学演習従事時間報告書」（以下、「卒業研究報告書」および「演習報告書」と略記することがある）を提出してもらうことになりました。以下に、２つの従事時間報告書の書き方を説明します。

1． 対象となる期間と報告書の提出
　「卒業研究報告書」は、4月に卒業研究履修のため各研究室に配属されてから翌年2月に卒業研究発表および卒業研究論文提出を終えるまでの期間、「演習報告書」は、4月から9月の前期を対象とします。２つの報告書は月毎に作成し、原則として当該月の翌月7日までに指導教員に所定のExcelファイルで提出するものとします。
また、「演習報告書」は9月末日までに、卒業研究指導教員に電子ファイルで提出してください。「卒業研究報告書」については、9月までの内容（卒業研究中間報告）を10月10日までに、2月までの1年分の内容（卒業研究最終報告）を卒業研究発表日の翌日までに、卒業研究指導教員に電子ファイルで提出してください。その際、ファイル名は、卒業研究報告書は”S1521XXA”のように学籍番号の最初にSを付けた名前、演習報告書は”E1521XXA” のように学籍番号の最初にEを付けた名前としてください。卒業研究報告書および演習報告書の1年分あるいは前期分のまとめシート（各1ページ、Excelファイルの中にあります）は、それぞれ印刷押印した後、卒業研究論文の最後に綴じて提出してください。
２．「卒業研究」と「機械システム工学演習」の最低従事時間
　履修案内にあるように、「卒業研究」は8単位および「機械システム工学演習」2単位です。学科として、卒業研究の最低従事時間を年間500時間、機械システム工学演習の各研究室における最低従事時間を、前期30時間と定めました。この時間が単位取得のための必要条件になります。（もちろん、両科目の単位認定においては、従事時間だけでなく従事内容、卒業研究論文、レポート、プレゼンテーションも評価されます。）この最低従事時間は、卒業研究および演習を実施の参考になりますが、テーマによっては、長時間を要する実験・計算を含む場合もありますから、実際の実施に関しては指導教員の指導に従ってください。
３．「卒業研究報告書」および「演習報告書」の書き方
　まず、両報告書に共通する説明をします。報告書には、配布されたExcelファイルにあるように、従事日（曜日）、従事内容、従事場所、従事時間帯および従事時間を記入してください。特別に説明すべきことがある場合には備考欄に書いてください。従事内容のある日のみを記述してください。従事場所は、単に、「研究室」あるいは「実験室」とせず、室名を調べて、例えば「○○実験室(1)」のように記入してください。従事時間帯は、当該日に、ある従事内容を開始した時刻と終了した時刻を書くものとし、途中の休憩、講義の受講等を除いてその間に従事内容を実際に実施した時間の合計を従事時間として（半角文字で）記入してください。従事内容は欄に収まる範囲で分かりやすく書いてください。全く同一の従事内容が数回以上続くのは不自然です。その場合は、（）書き等により、より詳細な内容の説明を入れてください。1ヶ月分の内容は１ページのシートに収まる程度に記入してください。なお、従事時間数の（1ヶ月の）合計が「従事時間数合計」欄に計算されるように設定されています。
　「卒業研究報告書」には、卒業研究に直接的に関連する内容を書いてください。通常の授業の受講は含まれません。以下に、「卒業研究」の従事内容の例を示します。その他、Excelファイルに含まれる記入例も参考にしてください。
【「卒業研究」従事内容の例】

卒業研究テーマガイダンス，卒業研究テーマの説明，卒業研究テーマの決定，○○に関する以前の卒論の熟読，○○に関する以前の修論の要約，プログラミング演習，課題に対する解答作成，研究室ゼミの発表準備，卒業研究に関する文献調査，研究ミーティング，実験装置の整備，実験装置改良のための検討，新実験装置製作のための検討会，計算用コンピュータの設定・整備，実験装置の設計，装置部品の製図，参考論文精読，参考文献英文和訳，Cプログラミングの学習，C言語の基礎の学習，○○に関する実験，○○に関する計算結果の解析，○○に関する実験結果の検討
　「演習報告書」には、「機械システム工学演習」の課題として指導教員から指定された内容とそれに関連した内容，および発表の準備，レポート作成に関して記入してください。形式上、以下に、「機械システム工学演習」の従事内容の例を示します。
【「機械システム工学演習」従事内容の例】

　○○に関する文献調査、○○技術の学習，○○ソフトウエアによるデータ解析練習，実験室装置使用方法の学習，○○に関する勉強会，○○に関する予備的な実験，Cプログラミングの学習，C言語の基礎の学習，PowerPointスライド作成，発表練習，発表内容前刷論文執筆
内容について、上記のものを参考にして報告書を作成してください。ただし、細かい表現は違っても構いません。なお、例えば、「プログラミング言語の学習」のように、従事内容によっては、「卒業研究」と「機械システム工学演習」の両方に入るものもあり得ます。
以上
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